
発行：能代市バスケットボール協会
http://ncup.snowland.net

:

主審:Referee

14 1st 15

18 2nd 8 副審:Umpire

15 3rd 13

29 4th 22

E P ﾃｰﾌﾞﾙ･ｵﾌｨｼｬﾙｽﾞ:Table officals

Pl-in PTS ３Ｐ ２Ｐ FT F No, Pl-in PTS ３Ｐ ２Ｐ FT F

- - - - 0 x CAP 0 0 0 0 2

- - - - 0 x 12 0 6 0 2

x CAP 18 4 3 0 2 x 6 0 1 4 2

x 17 2 4 3 2 x 14 1 4 3 2

x 9 0 3 3 2 / 4 0 2 0 1

x 8 0 3 2 0 / 0 0 0 0 0

/ 10 2 2 0 1 - - - - 0

/ 10 1 2 3 0 - - - - 0

/ 0 0 0 0 0 / 2 0 1 0 1

- - - - 0 - - - - 0

x 4 0 1 2 3 / 0 0 0 0 1

- - - - 0 - - - - 0

- - - - 0 - - - - 0

- - - - 0 x 15 3 2 2 1

- - - - 0 / 5 1 1 0 1

0 0

0 0

合　　　計 76 9 18 13 10 合　　　計 58 5 17 9 13

※×:ｽﾀｰﾀｰ　／:交代選手　PTS:ﾎﾟｲﾝﾄ　3P:3Pﾎﾟｲﾝﾄｼｭｰﾄ　2P:2Pﾎﾟｲﾝﾄｼｭｰﾄ　FT:ﾌﾘｰｽﾛｰ　F:ﾌｧｳﾙ

文責 【 】

秋田

秋田

15

13

1010

11

12

川村  亮汰

江戸保  賢人

伊藤  修人

選手氏名 Name of Players
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能代高

●

市立船橋

水木　順仁

小川　裕之

福島

金子　瑞穂

　1Q、出だしは両チームとも相互のマンツーマンに苦しみ、インサイドまでボールが回らない。その中で市立
船橋はファウルが続き自分たちのペースが掴めず、一方の明成はフリースローにより加点。しかし市立船橋が
終盤にゴール下で粘りを見せ、14-15で市立船橋のリードで終了。
　2Q、出だしに連続得点で流れを掴んだと思った市立船橋だったが1Qに続きファウルが目立ち、得点につなげ
ることができない。そこに付け入るかのように明成はフリースローやドライブで加点を続け逆転。その後も確
実にシュートを決め、32-23で明成のリードで前半終了。
　3Q、逆転を狙う市立船橋はディフェンスを3-2に変更。一方の明成はゾーンディフェンスの穴をつき加点。
10点差がつきたまらず市立船橋はタイムアウト。その後フルコート1-2-2が効いたのか徐々に点差を縮める
も、それを許さない明成の加点により47-36、3Qもまた明成リードで終了。
　4Q、勝ち切りたい明成と逆転に燃える市立船橋。両チーム大きく得点を伸ばしていくが、点差はなかなか縮
まらない。終盤、調子が上がってきた明成が連続で3Pを決めたことが決定打となり、フルコートマンツーマン
に切り替え巻き返しを図る市立船橋であったが及ばず、76-58の18点リードで明成に白星がついた。
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14 清水  翔太

佐藤  久夫
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梁瀬　亮

井上  耀

田中  裕也

6

7

8

9 江戸保  礼央

本間  紗斗
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 第２９回 能代カップ
高校選抜バスケットボール大会 

Year    Month    Day     Time

502016  年  5 月  4 日
M-101

 能代市総合体育館
Place

場 所

富澤  春輝

畠山  功

塚本  舞生
相原アレクサンダー  学

庄司  勇人

八村  阿蓮

チームＡ
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樋口  諒
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58

加藤  義規

○

庄司  理宇

前田  悟司

ｺｰﾁ

16

石塚  周太

田村  伊織

増田  修大

木伏  智久

赤穂  雷太

保泉  遼

野﨑  由之

近藤  義行

相川  大和

五十嵐  健人

林  裕輝

島田  舜太

滝田  啓人


